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図 製品化した難聴者向けスピーカシステム 

高齢者の音声聴取改善に適した
スピーカシステムの開発

光音技術グループ 服部 遊

１．ハニカムフラットユニットにより明瞭度向上

２．ホーン構造により子音の明瞭度向上

３．中等度難聴者でも音声聴取が可能

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案

加齢による難聴者は増加していますが、補聴器の使用率は約 に留まっており、難聴による情
報取得の不利益や高齢者の引きこもりが問題となっています。特に病院では問診やインフォームド
コンセントに支障をきたし、命に危険が及ぶこともあります。本研究では対話時に使用することで、
難聴者が明瞭な音声を享受できるスピーカシステムの開発を行いました。
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関連した知財

共同研究者 中石 真一路（ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社 ）

① ハニカムフラットスピーカユニット、ホー
ン構造エンクロージャなどの開発により、
歪が少なく明瞭な音声を再生可能 

② 難聴者が補聴器などの聴取補助装置を
用意しなくても、明瞭な音声が聴取可能 

 既存のスピーカシステムからの置き換えに
よる難聴者の聴こえ改善（テレビ、ラジオ、
音声案内システムなど）  

【ホーン構造エンクロージャの開発】 
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図 開発したスピーカの周波数特性 

【ハニカムフラットスピーカユニットの開発】 

【音声明瞭度の評価結果】 

  開発したスピーカユニットは、従来の
コーンスピーカユニットに比べて音声
（特に母音部分）の聞き取りに影響を
与える歪が小さいことが分かりました。

ホーン構造により、子音部分の周波数成分
を増幅することで、老人性難聴が聞こえずらい
子音の明瞭度を改善することができました。 

開発品は従来のコーンスピーカシステムと
比べて明瞭度が向上し、中等度の難聴者で
も音声聴取が可能であることを確認しました。 

 （ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ･ｻｳﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ㈱ 単独） 

酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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関連した知財

共同研究者 飯田孝彦、小沼ルミ（環境技術グループ）、瓦田研介（ロボット事業推進部）

：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


